資料10-1　　　　　　　　　代表的な防災訓練
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　初期消火訓練
　大地震が起こると、多くの場合火災が発生します。阪神・淡路大震災でも、火災により大きな被害が発生しました。
自主防災組織は、初期消火活動を狙いとして訓練します。代表的な訓練には、消火器による消火、バケツリレーによる消火があります。訓練は、社会奉仕等区行事等の時に併せて実施するなど工夫して実施する。
「消火器を使用した訓練」
	要　　　　　領

	①オイルパンを用意。

	②オイルパンに水、灯油等を入れる。

	③風上から点火

	④粉末消火器等で消火。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[image: image6.jpg]



　
準備　○訓練場所は、空き地など他に延焼の恐れのない場所を選ぶ。（風下の住宅等との距離を十分とる。）
　　　○オイルパンを水平な場所に置く。
○オイルパンに２ｃｍ位の深さに水を入れ、その中に１～３ℓの灯油または廃油等を入れます。寒冷期
等で点火しにくい場合は助燃燃料として、0.1～0.2ℓのガソリンを入れる。（水、灯油、廃油、ガソリ
ンは、多すぎると燃料があふれ出し、火面が広がるおそれがあるのでオイルパンの半分以下とする。）
○点火用の棒を用意する。（１ｍ以上の棒で、先に布片を巻いて針金で固定する。）
○消火器を用意する。
[image: image7.jpg]


[image: image8.jpg]


[image: image1.jpg]


　　　　　　　　　　　　
①安全ピンをはずす　　　②ホースをはずし、ノズルを火災に向ける　　③レバーを強く握る
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注意　○点火は、点火棒を使い、絶対に直接マッチで点火するようなことはしない。
　　　 ○風上から点火する。
　　　 ○見学者はオイルパンから最低10ｍ離れる。（燃料用の油類の容器も密栓し10ｍ以上離す。）
       ○予備の消火器の用意をする。　○訓練後の廃油の処理に留意する。
「バケツリレーでの消火訓練」

　　　　　　　　






約2～3m　　　水の入っているバケツ班　　　　空のバケツ班
要　領
　　　　①バケツリレーのチームを作る（20人程度、水の入っているバケツ班と空のバケツ班に分ける）。
　　　②火災の状況を示す（可燃物に風上から着火する）。
　　　 ③人は背中合わせに2列に並びバケツを中継（1列10人、バケツ7個程度）する。
　　 　④バケツを持って風上から近寄り、安全距離（2～3ｍ）をとる。
　　　 ⑤火の勢いを抑えるように注水する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
注意　　○可燃物には、オイルパンを使用しないこと（水をかけると、燃料があふれだし火面が広がるおそれがあるため）。
　　　　○見学者は最低10ｍ離れる。
　　　　○予備として消火器の用意をする。
資料　10-2
　　　　　　　情報収集訓練
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自主防災組織が、地域内の避難の状況、発災に伴う被害状況（死傷者、建物、交通路等の破壊程度）、火災発生状況情報等を収集し、正確・迅速に町対策本部に報告する手順を訓練します。
○情報収集訓練の流れ
情報班長は、情報班員に被災状況収集の指示を出す。
　　同時に、住民から直接報告のあった被害状況を確認する。

情報班員は、現場で地域住民から被災状況を収集する。
（「いつ、だれ（何）が、どこで、どうして、どのように」なっているかメモにとる）


地域住民は、地域の状況を情報班員に伝達する。
　（不正確な伝達は、かえって混乱するので、口頭だけの伝達は避ける。）


情報班員は、情報班長へ収集した情報を伝える

　情報班長は、この情報を記録、整理して町対策本部に電話等で報告する

情報収集訓練のポイント
①時機に適した報告……詳しい状況がすぐにわからない場合は、第１報で概要のみを速やかに報告し、第２報以降に、確認した情報を報告するなど、時機に応じた報告が重要。
②事実の確認……災害時にはデマや噂が流れがちになる。情報はできるだけ確認すること。
③情報の一元化……町の対策本部等に報告する場合は、自主防災組織で報告担当者を決めておき、互いに矛盾する報告がないよう、チェックする体制をとる。
④定期的な報告……「異常なし」も重要な報告。
⑤通信機器に慣れる……無線など通信機器に慣れる。また、通話は、簡潔に。
　　　　　　　情報伝達訓練
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　町対策本部などの防災関係機関からの情報や指示事項、ラジオやテレビから得た情報を正確・迅速に住民に伝達する手順を訓練します。
○情報伝達訓練の流れ
　町対策本部は、自主防災組織に口頭とメモで情報を示す。
　
　同時通報無線・サイレン・有線放送・広報車などで伝達

情報班長は、わかりやすいよう伝達文にして伝達にあたる情報班員にわたす。
口頭だけでなくメモを渡して間違えないように。

　情報班員は、地域を分担してハンドマイク等で伝達する。
　　口頭だけではなく、チラシや掲示板などに掲示することが望ましい。

情報伝達訓練のポイント
①伝達は、簡単な言葉で。むずかしい言葉を避ける。
②口頭だけでなくメモ程度の文書を渡しておく。
③情報を正確に伝えるために、受信者に内容を復唱させる。
④流言には、数字がからむことが多い。数字の伝達には特に注意。
⑤各世帯への情報伝達を正確かつ能率的に行うため、あらかじめ町内の伝達経路を定めておく。
⑥視聴覚に障害のある方や日本語が不自由な外国人への情報の伝達については十分配慮する。
バケツの取っ手部を両手で持つ者と、バケツの柄を両手で持つ者が、ぶつかりあわないようにして渡す。
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